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研究
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啓発

地域連携

産学連携

基盤研究・基礎研究／受託研究・共同研究

安心で活力ある超高齢・長寿社会づくりをリード
高齢化課題先進国⇒高齢化課題解決先進国へ

千葉県柏市における共同研究事業（東大－柏モデル地域創造）
⇒ 【柏市豊四季台地域高齢社会総合研究会】による活動展開

福井県との共同研究

ジェロントロジー・コンソーシアム（09-10）
⇒ジェロントロジー・ネットワーク（11－）

①在宅医療を組み込んだ地域包括ケアシステムの具現化

②生きがい就労事業の創造（新しいセカンドライフの提案）

③住まいと移動に関する課題解決

地方都市における在宅医療を含めた在宅ケアシステムの構築 他

パブリシティ活動（講演・執筆、メディア対応等）

国際連携 スウェーデンとの交流、東アジア各国研究者との交流 他

震災復興支
援事業
（11－）

学部横断ジェロントロジー教育 他

東京大学高齢社会総合研究機構（ＩＯＧ）の活動概要
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高齢社会検定試験事業の推進
※学外活動



高齢化課題解決 ⇒ 超高齢未来（生活・社会）の創造

【学】 ジェロントロジー研究体制イメージ

【
官
・
民
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行
政
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治
体
・
住
民

生き方・老い方
ライフスタイル

Gerontology
ジェロントロジー
－知の融合・構造化－

学際研究チーム

就労・活躍
学び・楽しみ

住まい・移動

人間関係
社会資源

老化・予防

社会保障（医療／介護・福祉／年金）

ジェロンテクノロジー
（福祉工学・技術）

住宅政策・まちづくり

交通・移動システム

高齢者と法

経済（労働・高齢者市場）

心理・生涯発達

死と倫理
認知機能 社会・文化

高齢者観

個人 社会

政治
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産
】
企
業
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Ｎ
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《ジェロントロジー推進体制》

＜参考＞学際的・実学的なジェロントロジー（高齢社会総合研究）
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＜プロジェクトの舞台＞

千葉県柏市
都心から30キロ圏。電車で3-40分。東京近郊都市として発展

昭和30年代後半より急激に人口増．現在人口約40万
高齢化率 2010年約20%→2030年約32%

豊四季台地域
ＪＲ柏駅の西側、徒歩約12-20分に位置する旧公団開発の大規模賃

貸団地「豊四季台団地」（管理開始昭和３９年）およびその周辺の住
宅地でマンションや戸建てが混在。
豊四季台団地は高齢化率40%、周辺地域は20%弱。
団地は現在ＵＲ都市機構による建替えが進んでいる。
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柏市における「長寿社会のまちづくり」プロジェクトの取組
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東大ＩＯＧ-柏市-ＵＲ都市機構の共同事業（2009年度～）
柏市豊四季台地域をフィールドにした超高齢社会対応のモデル地域開発

テーマ・コンセプト⇒「Aging in Place」社会の実現
・・・住み慣れた地域で最期まで自分らしく老いることができる社会の実現

生きがいに溢れる豊かなセカンドライフ
実現のための

【Ａ】 「生きがい就労事業」

最期まで確かな安心を提供するための

【Ｂ】 「地域包括ケアシステム」
（在宅医療と連動したケアシステム）

引きこもらず外に出て人と集い楽しむ

【Ｃ】 「歩いて暮らせるコミュニティ」
（豊かなコミュニティスペースのまちづくり）



＜参考＞本プロジェクトの組織・体制
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「生きがい就労」プロジェクトについても、
東大、柏市、URの三者が密接な協力体勢で運営

【目的】 超高齢・長寿社会に相応しいまちづくり

2009年度より発足
2010年度に

三者協定を締結



課題～満たされないセカンドライフ・・・貴重な社会資源の喪失
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新たなライフスタイルに移行

高齢者（リタイア層）

2012年から団塊世代
が65歳に到達

経営者／自営業者

起業／転職／（再雇用）

シルバー人材センター（企業）

有償ボランティア・ＣＢ／ＳＢ活動

65歳 80歳

企業内就労
自分の意思で引退

時期を決定

機会は僅か、一部
の人のみ限定的

活用が進まない

地域内活動

一部の有志
に限られる

活躍したい場所、できる場所がない
・・・やることがない、行くところがない、会いたい人もいない

【空洞化】

現役をリタイアした高齢者の多くが新たな活躍場所を見出せずにいる
「ない・ない」づくしで、自宅に閉じこもる⇒個人も社会も極めて不健康

セカンドライフ
を支援する

社会システム
が確立してい

ない



課題～現在進行しつつある都市部の高齢化

地域に活躍場所を求める

高齢者（リタイア層）

2012年
団塊世代が65歳に到達

地域の現状

○老人会、サークル・ボランティア活動、サロン等・・・利用は一部の高齢者

○友人と集まり余暇を過ごす、あるいは家に閉じこもる

・・・地域社会の貢献にはつながらない

都市（近郊）の急速な高齢化の問題。地域に活躍場所を求めるリタイア層
に対して地域はどのような準備を行うべきか？

高齢者のニーズを満たす
居場所・活躍場所は少ない

高齢者を（自然に）外に引き出す工夫、
地域の担い手として活躍できる環境整備が必要

まだまだ元気！
今度は地域で
活躍したい

サークルやサロン飛
び込むには
敷居が高い

何をしたら
いいのやら？
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狙い～「就労」で課題を解決！

これらが両立する就労は、個人の心身の健康維持に寄与する
とともに地域社会の課題解決にもつながると予測

生計維持のための
就労（生計就労） 生きがい就労 交流・趣味・場

の創造・その他

◎働きたいときに無理なく楽しく働ける ＋ ◎地域の課題解決に貢献できる

新たな
就労の形

働く

高齢者、特に都市部リタイア層にとって最も抵抗の少ない社会参加のかたち
○現役時代から慣れ親しんだ生活スタイル
○帰属意識、社会的役割が明確に与えられる

リタイア層のライフスタイルに応じた働き方が必要
○無理なく、出来る範囲で働く・・・就労時間、場所、内容の調整
○地域貢献、趣味を活かす、人との関わりを求める

・・・生計労働から「生きがい労働」へ

一方で・・・
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《高齢化課題解決の最大のポイント》

9

「生涯現役社会（エイジフリー社会）の実現」
生きがい就労事業は、個人のセカンドライフの問題と

都市近郊の地域課題を同時に解決！

個人

健康・予防

生きがい

収入

つながり

居場所

社会

生産者

消費者

納税者

孤立防止

医療・福祉財政

地域力

社会の支えあいバランス



「生きがい就労」開発実績～事業者の開拓と雇用実現
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５領域９事業を開拓。のべ174名の生きがい就労者の雇用を実現！
（屋上農園と食事業は事業構想を策定。2014年度事業開始予定） ※2013年３月末実績

柏
市
豊
四
季
台
地
域
高
齢
社
会
総
合
研
究
会

休耕地を利用した

都市型農業事業

団地敷地内を利用した

ミニ野菜工場事業

生活支援・生活充実事業

移動販売・配食サービス

建替後リニューアル団地における

屋上農園事業

コミュニティ食堂

保育・子育て支援事業

「柏農えん」 ＬＬＰ※

※柏市農業者有志により結成された有限責任事業組合
【参加・協力】 ㈱ゼンショーホールディングス

杉浦環境プロジェクト㈱

東京海上日動ベターライフサービス㈱

農

農

農

食

保育

支援

食

柏
市

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

東
京
大
学

全
体
事
業
統
括
組
織

福祉サービス事業 社会福祉法人 子羊会など
（特別養護老人ホーム 柏こひつじ園）

福祉

民間事業者誘致を検討
（建替後のＵＲ団地内に設置予定）

50名

１0名

14名

75名

学童保育事業

学校法人くるみ学園など ２0名

保育

一般社団法人 セカンドライフ・ファクトリー 5名



★「生きがい就労」の特徴★

全

体

事

業

統

括

組

織

学童保育

生活支援・福祉

解放
リタイア

地域主体の生活へ

生計就労 生きがい就労

農 業

食

地域社会に貢献
（高齢者が地域を支える）

新しいセカンドライフの形

○希望する職場で活躍
○自分のペースで無理なく働く
○年金＋α（月数万円）の収入で
生活に潤いを

○人と人とのつながりが生まれ、地
域生活も豊かに

○就労希望人材をプール

○職業マッチング支援

○労働力の適切な供給

○高齢者能力の最大化支援

○職場環境整備

○高齢者雇用の価値評価

○徹底したワークシェアリング
○高齢者に相応しい役割の開発
（若者の雇用は奪わない）

○雇用管理の最適化
○高齢者の積極雇用による新しい
事業モデル（成功モデル）の追求
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事業統括組織の機能～オペレーション・プロセスの概要
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事業者の開拓（前スライド）

１．就労セミナー受講者の募集（掘り起こし）

・募集チラシのポスティング

・柏市広報への掲載依頼

・地域紙誌への掲載依頼

２．就労セミナーの実施＜講義内容＞

・セカンドライフの就労の進め

・高齢者就労の現状

・雇用者が高齢者に求めること

・セカンドライフの就労の新しいかたち

・就労内容に関するアンケート

３．心身機能の検査

・集団検査（身体・認知）

・個別認知機能検査

・健康チェックセンター検査

７．就労

・高齢者と事業者との雇用契約
・ワークシェアリング

６．事業者による研修

・ワークシェアリング

・業務内容の指導

５．事業者による面接

・業務の適性・就労内容の希望

４．事業別就労体験・見学会
・保育，子育て ・学童保育 ・介護施設
・農業・生活支援

開拓力
提案力

生きがい就労の実現

コーディネート

社会教育
啓発活動

コーディネート

コーディネート（継続フォロー）

ワークシェアリングの導入



＜参考＞「就労セミナー」の模様

第1回

第３回
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（2010年度）
○農政課＋福祉政策室＋東大での企画調整。農業委員会での検討他

（2011年度）

○担い手候補の若手農家グループと継続検討（家族農家の現状理解、営農支援の検討）
○若手農家７名（現在８名）によるＬＬＰ「柏農えん」を立ち上げ（2012/1）

（2012年度）

○ＬＬＰメンバー農家における高齢者の体験農業を継続実施。
同時に市内2カ所の休耕地を共同圃場として確保。ダイコン、キャベツなど栽培を開始

○販路拡大の取組みを継続

（2013年度）

○正規雇用者（シニア）についてメンバー農家の圃場及び
共同圃場における就農を継続

○能力・スキルが未達のシニアについては「農業塾」での研修へ移行
○地元での販路拡大を模索（地元企業への協力取り付け）
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①－【農業】 都市型農業事業

共同圃場での高齢者就農を継続＋研修用「農業塾」をスタート

経緯・現状



＜参考＞高齢者就農の模様

15



16

②－【農業】 ミニ野菜工場事業

（2010年度）
○ミニ野菜工場に関する情報収集、事業化に向けた検討（千葉大との検討）
○柏市内企業「三協フロンティア㈱」との協議を継続（⇒担い手として内諾）

（2011年度）

○東日本大震災の関係から 「三協フロンティア㈱」が担い手
から辞退⇒担い手探し、構想を再検討

（2012年度）

○大和ハウス工業㈱から、
新製品「agri-cube」（２機）の寄贈を実現
⇒団地内空きスペースに設置（2013/3）

※2014年度以降は、団地建替後の新たな
場所に移設予定

（2013年度）

○就労シニア（6名）による栽培を試行開始
※2013/5/31「お披露目会」を実施

植物栽培ユニット（２機）の設置。栽培を試行スタート

経緯・現状
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③－【農＆食】 屋上農園＆コミュニティ食堂他事業

（2010-11年度）
○建替え後の商業区のイメージ・コンセプト・機能について内部検討を継続
○複数の事業者へのヒアリングを実施
（2012年度）
○地域住民の健康に貢献、多世代交流できる場としての構想を詰める
⇒構想の中に「地域のレストラン」となる

コミュニティ食堂他を組み込み
○地元の既存事業者、住民への
ヒアリングを継続実施

○公募要領の検討、作成
（2013年度）
○公募を実施
【建替え】

↓
（2015年度）
○事業開始（予定）

団地内商業区の建替え後の設置に向けて計画策定⇒事業者公募へ

＜内部検討段階での構想・イメージ＞

経緯・現状
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＜参考＞コミュニティ食堂イメージ＠柏市豊四季台

（資料） 亀井工業ホールディングス㈱「千葉県柏市豊四季台団地事業企画パンフレット」より引用
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④－【保育・子育て】 保育・子育て支援事業

（2010年度）
○柏市内の子育て事情の情報収集
○担い手となる事業者を公募⇒採択

（2011年度～）

○就労シニアは「まちの先生」として、主に以下の
業務を担当

・早朝７時半からの園児受け入れ、保育補助
・園児の午睡の準備と導入、見守り補助
・夕方５時までの保育補助、降園時の親御さん
への引渡し

・読み聞かせ、折り紙、お手玉、百人一首など
伝承あそびの実践 他

○その他にも送迎の補助や施設の環境整備など、
周辺的な業務を担当している

保育士の周辺業務部分で高齢者が活躍中

＜「読み聞かせ」の模様＞

経緯・現状
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⑤－【学童】 学童保育事業

（2010年度）
○学童事業に関する情報収集
○事業の担い手探し⇒選定
（2011年度）
○事業者と事業構想に関する検討を継続
○豊四季台地域内での新店舗開設に向けた
準備・調整

○学童と塾の機能を兼ね備えた“次世代型
進学塾「ネクスファ柏」“を開設（2012/3/1）

（2012年度～）
○就労シニアはこれまでの経験・スキルを
活かす形で、「英対話」や「英語あそび」
のプログラムを担当

・新たに「学校～塾」の送迎サービスもシニアが担当

シニアとしての区別なく、「学童＋塾」経営を支える講師として活躍中

＜英対話を教える（上）・英語あそび（下）をする高齢者＞

経緯・現状
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⑥－【生活支援】 生活支援事業

（2010年度）
○生活支援サービスに関する情報収集
○柏市内の既存サービス（社協等）との棲み分け
を検討

○事業の担い手探し⇒選定
（2011年度～）
○就労シニアは主に以下の業務を担当し活躍
⇒居室の掃除・調理、通院介助、買物代行他

60代の元気シニアが老親高齢世代の生活を支援・活躍中

【生活支援】
掃除、洗濯、調理、散歩、服薬管理、傾聴サービス、
安否確認・・・など

【生活充実】

緊急時の対応、入院中の身の回りのお世話、大掃除のお
手伝い、外出介助（趣味サークル、美容院、お墓参りの付き
添う等）・・・など

＜事業概要＞

経緯・現状
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⑦－【福祉】 福祉サービス事業

（2011年度～）
○初期計画にはなかった分野だが、豊四季台団地内に新設された高齢者介護施設
「柏こひつじ園」において、主に次の業務を就労シニアが担当
－食事補助や施設のバックヤード業務（洗濯、掃除他）
－施設が行う地域住民に向けたカフェの接客サービス
－施設周辺での園芸業務

○2013年度からは新たな特養でも就労シニアの活躍がスタート

介護士がケアに専念できるように、施設の周辺業務を就労シニアが担当

経緯・現状



★事業者と就労シニアの声（定性的効果）★
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 「早朝や午後の少しだけ短時間の労力が欲しいときにシニアの就労
は助かる（短時間だけでは若者を雇用できない）」

 「若者は教育コストがかかるが、高齢者はかからない、即戦力とし
て活躍してもらえる」

 「最低賃金レベルのコスト（学童保育のみ他の雇用者と同賃金）で
有能な人材を雇用できるのはありがたい」

 「高齢者に周辺業務を担ってもらえることで、保育士や介護士が本
業に専念できて事業全体としてのパフォーマンスが上がった」等

 「シルバー人材センター等からは年齢を理由に全く働く場所を提
供してもらえなかったが、こうして新たに働くことができて
嬉しい生きがいになった」

 「地域に友人はいなかったが、新たに仲間ができてよかった」
 「僅かながらも年金以外の収入が得られることで、旅行やおいしい

ものを食べるといった新たな楽しみがもてて嬉しい」
 「何よりも生活のハリができて、規則正しい生活に戻った、就労の

ある日は身だしなみを整え、気分的にもハリを感じる」等

事
業
者

就
労
シ
ニ
ア



これまでの成果と残された課題

24

【社会への貢献（課題解決）】
シニアの新たな社会参加モデル

（新たな就労の形）を確立！
－生きがい就労の活躍の場（５領域９事業）を

ゼロから開拓！
－約600名の柏市住民にセカンドライフの活躍に

向けて動機付け、約170名の高齢者の「生きが
い就労の雇用」を実現！

－中間支援組織のコーディネート・サポート機能
（セミナー、マッチング支援、就労フォロー）が新
規的成果！

【研究】 高齢者の就労による効果に
関する科学的な検証を実施

【政策】 「生涯現役社会」づくりに
向けた政策への進言を実施

成果 課題

高齢者の多様なセカンドライフ・
ニーズに応える支援システムへ
の発展と実装化
※中間支援組織の自立化・ビジネスモデ

ルの構築

高齢者のニーズは多様
生きがい就労は一部のニーズに対応

１

当該研究（効果検証）、政策反映も道半ば

２

３

就労シニアに対する効果検証の継続
地域に与える効果検証の開始

上記 支援システムの構築（地域実装
化）に向けた政策進言を継続

１



時給 500円 800円 1000円 1500円以上

フルタイム
週5日
6時間～

パートタイム
週3日～
4時間～

プチタイム
週2日,3日
2時間～4時間

経験や技能、知識を活か
したゆるい働き方

労務的な仕
事のゆるい
働き方

お金重視

生きがい
重視

単純労務的 専門的

有償ボラン
ティアのゆ
るい働き方

ボランティア

起業 ※様々なスタイルでの起業ニーズもあり（ＮＰＯ、ＳＯＨＯ、ナノ・コーポ等）

高
齢
者
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
就
労
ニ
ー
ズ

セ
グ
メ
ン
ト
イ
メ
ー
ジ

＜参考＞本就労形態の位置づけ（イメージ）

（シルバー人材センター） （民間派遣企業）

「生きがい就労」の中心部分
※さらなる開発・拡大が求められる
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就労チーム

東大

柏市 ＵＲ

（柏市豊四季台地域

高齢社会総合研究会）

活動エンジン

2014（H26） 2015（H27）

Ⅰ 柏市での継続展開

Ⅱ 他地域への実装化推進

柏市シルバー人材センターへの「生きがい就労」
機能の継承（ジョブ・コーディネーター育成他）

～国・地域社会全体でセカンドライフの充実をはかる（65歳以降者就業率を高める）
ための新たな制度・システムの創造～

（中長期的視点：理想）→ 「セカンドライフ支援組織･システム（仮称）」の全国整備

※「シルバー人材センターの改編（機能強化・拡充）」、民間企業の参加による実現を想定

①【独自に取組むこと】
独自の活動継続（＠柏市）と

研究テーマの拡大・深化

②【国に協力を求めること】
上記活動を踏まえたうえで

最終的に全国的な
環境整備の実現を追究

最終目的
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高齢者の多様なセカンドライフ・ニーズに応えるさらなる取組みを継続！

高齢者の社会参加による効果検証（継続）

★今後の展開と展望★

３

２

１

Ⅲ セカンドライフ支援・システムのモデル開発

１

１

内閣府・ＪＳＴ

厚労省

ＪＳＴ

厚労省・ＪＳＴ



★最終ＧＯＡＬ：セカンドライフ支援組織・システムのイメージ★

大企業 65歳までの雇用確保
雇用確保措置延長～エイジフリー社会の実現

（年金制度改正とセット）

大企業

（都心）

（地域）

（将来的な方向性）

中小企業 ＮＰＯ 起業

農業 介護 育児・保育 生活支援

65歳で定年となったら、培ってきた経験・能力を活かせる形で、地域で活躍する、
貢献することが当たり前の社会を構築すべき。そのための体制整備が必要である

（都心）

セカンドライフ支援組織（仮称）
（≒シルバー人材センター・民間企業他？）

リタイアした後は地域に戻って貢献する
ことを前提とした社会風土・システムの醸成

いずれは誰もが地域（自宅）を中心とした生活となる

右記組織に登録

円滑な移行、キャリア継続・転換

ボランティア

・・・

新設 ＜本組織の機能＞
①地域課題の把握

②地域資源の把握

－リタイア高齢者の積極的な把握

③高齢者の就労能力評価方法の

開発と保有

④高齢者活用・活躍モデルの開発

と保有

⑤地域の事業者に対する啓発活動

と雇用の場拡大を推進

⑥地域住民に対する啓発活動と

マッチングの推進 他

○高齢者の「セカンドライ
フ就労」（生きがい就労
を含む）をナビゲート

－高齢者にとっての
多様な選択肢を提供！

○地域の課題解決に
民間等を積極的に活用

27
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＜参考＞柏市におけるセカンドライフ支援・プラットフォーム化
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〇超高齢・長寿社会の先頭を歩む日本。年齢に関わらず活躍し続けられる

「生涯現役社会」を真に実現していかなければならない

〇セカンドライフは「本人任せ」（自助努力）の時代

⇒社会サポートで「ナビゲート」していく時代

〇多様なセカンドライフ・ニーズを一元的に応える社会の仕組みはない

〇解決策は「セカンドライフ支援組織・システム（プラットフォーム）」の構築

“モデルを創って、国・社会を動かしていきたい！”

～さいごに～



2014年９月25日

ニッセイ基礎研究所 主任研究員 前田展弘

（東京大学高齢社会総合研究機構 客員研究員）

・・・ご清聴ありがとうございました


